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宮内彩　　東京生まれ。西町インターナショナルスクールを経て、スイス、ル・

ロゼ高校、米タフツ大学卒業。帰国後、パリ・ミラノ等世界のコレクションを取

材。雑誌・新聞・テレビ・ラジオ等でファッション・コラムニストとして活動。オ

ークランド在住の中村嗣氏と結婚のため、2000年より生活の拠点をＮＺに移

動。01年、長男・章人君,02年、次男・天人君誕生。子育ての合間を見て、旅・食・住

等ライフスタイル全般のコラムニストとして英語及び日本語で執筆活動を続

けている。著書は近代文藝社「おしゃれのエッセンス」「おしゃれのエッセンス

旅コレクション」（母・大内順子と共著）等。NZでの生活のエッセイが載ってい

るホームページはwww.ouchi-junko.com

宮内彩の
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スカーフやネックレス
などアクセサリーの重

ね付けで今年らしさを
強調。

サマーセーター$198
スカート$248

SHOPPIMG

トリミングのカーディ
ガンは万能な一品。フ

ェミニンな味わいで、

仕事場にも大活躍。
カーディガン$198
ワンピース$328

WORK

ドレッシーなトップとショートパンツ
を組み合わせて、遊び心たっぷりに

トップ$238　ショートパンツ$258

CASUAL

エレガントなジャケッ
トでスポーティなスタ

イルもオフィス向きに。
ジャケット$428
キャミソール$258
パンツ$288

WORK

シンプルなトップはリボ

ンがポイント。アクセサ
リー次第で、普段着にも、

おしゃれ着にも。
トップ$258
パンツ$268

EVERYDAY
ラブリーなピンク

のドレスでデビュ

タント気分。
ドレス$338

PARTY
鮮やかな色のホル

タードレスはリゾ

ート気分満点。
ワンピース$298

WEEKEND

きもの地のような肩ス
トラップとウェストの

サッシュをポイントに。
トップ$258

スカート$268

DINNER

Auckland / Maggie Potter 401 Parnell Rd. (09)379 4452 ● Carlson 15 O'Connel St. (09)309 8505 ●

Unity Collection 11 Teed St, Newmarket. (09)520 2110
Wellington / Starfish 128 Willis St. (04) 385 3722 ● Christchurch / Stella Gregg 79b Cashel Mall (03)374 9661

　ウエリントンをベースに活躍する

デザイナー、ローリー・フーン。「Starfish」

と「Laurie Foon」の二つのブランドを

手がける彼女は、小柄でにこやかな女

性。外見からは想像がつかないが、「フ

ーン」の名字から解るとおり、彼女は

中国系の血を引いている。

　「オークランドに来たら、インタビュ

ーさせてね」とかねてから頼んでいた

ところ、「家族でベイオブアイランズ

にホリデイに行く途中で、オークラン

ドに寄ったから」と時間を割いてくれた。

　ローリー・フーンは、ウェリントン

の代表的なデザイナ

ーの一人。彼女の店、

「スターフィッシュ」

と言えば、誰もが知

るファッションブテ

ィック。彼女がデザ

インするブランドは

もちろんのこと、ア

クセサリーや靴、また、

ローリーの眼鏡にか

なった他ブランドの

商品なども並ぶセレクトショップだ。

　「ウェリントンでは、仕事まで歩い

て通う人が多いんです。私も仕事まで

歩いて通っているの。だから、服装も

見た目だけではなく、実用的である必

要が大きいと思うの」と語る彼女。そ

んな所から、ローリーの着やすい服が

生まれるのだろう。

　Laurie Foonの今シーズンのテーマ

は「Miss Mary Marle」。デビュタントよ

りインスピレーションを受け、プリン

セスをイメージさせる、ラブリーなコ

レクションだ。ピンクやエメラルドグ

リーン、オレンジなどの綺麗な色使いや、

至るところに見られる、ウェリントン

のアーティスト、アロー・ウィリアム

ズによるリボンのモチーフが特徴だ。「NZ

のライフスタイルの定番の装いは、ジ

ーンズとトップというカジュアルな

スタイル。その中に、いかにこういう

服を簡単に取り入れてもらうことが

できるかを常に考えています」という

彼女。ドレッシーな素材感やリボンの

アクセントなどで夢のあるスタイル

を提案しながら、基本的にはジーンズ

とも相性の良い、着

やすいアイテムが多い。

　「Laurie Foonはシ

ョー効果の高い、プ

レステージブランド

な の に 対 し て 、

StarfishはNZの女性

達の日常の定番スタ

イル」と語るローリー。

13年前からニュージ

ーランドの女性を虜

にしているStarfishのブランドは、毎日

着られる定番アイテムが充実している。

毎シーズン新色がプラスされるホッ

トクロス・キャミと名付けられたキャ

ミソールは、永遠のベストセラーだ。

ベーシックなTシャツや単品に、程よ

いおしゃれ感覚をプラスしたStarfish

の服は、NZらしいリラックスして、カ

ンフタブルでいながら、ファッショナ

ブルな日常着だ。

　ローリーがファッションの道に進

んだのは、母親の影響が大きい。「私の

母のワードローブは、どんなブティッ

クよりも素敵だったの。洋服はきれい

にハンガーにかけられ、きっちりたた

まれて、お店のディスプレイのようだ

ったわ。母は買い物が大好きで、私も

よく一緒にショッピングに行ったの」

　16歳で学校を卒業してから、ウェ

リントンのクラシックなテーラーの

もとで働き始めた彼女。「ここで素材

の調達や、服作りのことなどを学びま

した。その後ホール

セール業者で働いた

時には、卸売りのノ

ウハウを学びました」

と話す。常にファッ

ション界の様々な分

野で働いてきた彼女

だが、「一番好きな部

分はお店」と言い切る。

21歳から25歳の間に

旅をして歩いたヨー

ロッパでも、すぐにブティックの販売

員の仕事についた。「ポルトガルに住

んでいた時、まだ言葉もしゃべれなか

ったのに、お店で洋服を売りまくって

いたの」と笑う。今でも、時間が許せば、

ウェリントンのお店で顧客との交流

を楽しむのが好き。「私が最初の数年

間に得た経験ー服作り、仕入れ、小売り、

卸のノウハウが、全て今のビジネスに

活かされています」

　今年の10月のNZファッションウィ

ークではショーではなくて展示会を

することを決意したローリー。「今は

ショーよりも、物作りに専念したいから」

と語る。「イメージや名前ばかりが先

行してしまうより、しっかりとした商

品を作ることが、今

の私にとって一番大

切なのです」。オース

トラリアでも定着し

た人気を集めている

ローリーのブランド。

　NZファッション

ウィークのデザイナ

ーリストに名前はな

いが、今後北半球に

もそのファンを広げ

ていくことは間違いないだろう。２歳

になる娘を持つ彼女はこう語る。「こ

のビジネスは私のもう一人の子供の

ようなものです。ゆっくりと一歩一歩、

急がずに育てて行きたいと思ってい

ます。」

Laurie Foon 

ローリー・フーンとカーリーン・ショラムが共にコレクションのデザインを手がける。


